
 

指導教員  学  年 第１学年 全クラス 

教  科 数学科 科  目 数学Ａ 

単 位 数 ２ 使用教科書等 
数学Ⅰ Advanced（東京書籍） 

数学Ａ Advanced（東京書籍） 

授業の目標 

数学Ⅰ 

【第２章 集合と論証】 

集合に関する基本的な概念を理解できるようにする。また、数学的な推論のも

ととなる命題について学習し、推論の根拠や理論の構造を理解することで、数学

のさまざまな場面における論理的思考力を高める。タブレットPCを用いて、演

習を行う。 

数学Ａ 

【第１章 場合の数と確率】 

  場合の数を求めるときの基本的な考え方や確率についての理解を深め，それら 

を事象の考察に活用できるようにする。タブレットPCを用いて、演習を行う。 

数学Ａ 

【第３章 図形の性質】 

  平面図形や空間図形の性質についての理解を深め，それらを事象の考察に活用 

 できるようにする。タブレットPCを用いて、より視覚的に図形の特徴を把握でき

るようにする。また、三角形の五心を作図させる。これらにより正確に図形の性質

や作図をする重要性、図形への理解を深めさせる。 

 

前期中間 
授業進度 

  

第１回  ＊オリエンテーション（１年間の学習・宿題・評価点等の説明） 

 

＜数学Ⅰ＞ 

第２回 【第２章 集合と論証】 

      第１節 集合 

      集合 

      ・集合とその表し方 

      ・部分集合 

重 要 語 句 ⇒ 集合、要素、属する（ａ∈Ａ） 

                 部分集合（Ａ⊂Ｂ）、含む、含まれる 

  ・共通部分と和集合 

      ・空集合 

重 要 語 句 ⇒ 共通部分（Ａ∩Ｂ）、和集合（Ａ空集合（φ） 

 

第３回  補集合とド・モルガンの法則 

・全体集合、補集合 

      ・ド・モルガンの法則 
重 要 語 句 ⇒ 全体集合（Ｕ）、補集合（ A）、 

ド・モルガンの法則 

 

 

＜数学Ａ＞ 

第４回 【第１章 場合の数と確率】 

    第１節 場合の数 

          集合の要素の個数 

      ・和集合の要素の個数 

重 要 語 句 ⇒ 有限集合、無限集合 

重 要 定 理 ⇒ 和集合の要素の個数 

 

第５回 ・補集合の要素の個数 

重 要 定 理 ⇒ 補集合の要素の個数 

 

第６回 ３つの集合の性質   

和集合の要素の個数 

)()()()( BAnBnAnBAn  −+=  

ド・モルガンの法則 

BABA  =  BABA  =  

 

 



前期中間 
授業進度 

第７回  樹形図と場合の数 

      ・個数の数え方 

重 要 語 句 ⇒ 樹形図 

 

第８回  ・和の法則 

       ・積の法則 

 

第９回  ・約数の個数 

 

  第１０回 順列 

      ・順列 

      ・階乗 

       重 要 語 句 ⇒ ｎ個からｒ個取る順列ｎＰｒ 、階乗 !n  

 

第１１回 ・条件のある並び方の総数 

   ・０を含む整数の個数 

 

  第１２回 ・円順列 

              重 要 語 句 ⇒ 円順列 

  ・重複順列 

        重 要 語 句 ⇒ ｎ個からｒ個取る重複順列ｎｒ 

 

  前期中間試験 
             試験範囲：集合、場合の数 

前期期末 
授業進度 

第１回  前期中間試験 解説 

 

 第２回  組合せ 

      ・組合せの計算 

      ・三角形の個数 

         重 要 語 句 ⇒ ｎ個からｒ個取る組合せｎＣｒ 

      

第３回  ・選び方の総数 

・組分け 

 

第４回  ・同じものを含む順列 

     ・最短経路 

 

第５回  第２節 確率とその基本性質 

       事象と確率 

      ・確率の意味 

      ・試行と事象 

      ・事象の確率 

              重 要 語 句 ⇒ 確率、試行、事象、全事象、根元事象 

空事象、同様に確からしい、Ｐ(Ａ) 

 

 第６回  ・組合せと確率 

      ・順列と確率 

 

  第７回  問題演習 

 

 

 

 

重要例題 

７２の正の約数は何個あるか。 

円順列 

n 個のものの円順列の総数は 

)!1( −n  

重要例題 

女子６人、男子４人の中から、女子３人、男子２

人を選ぶ選び方は何通りあるか。 

同じものを含む順列 

𝑎が𝑝 個，𝑏 が𝑞 個，c が𝑟 個・・・

の合計 )!1( −n 個のものの総数は 

𝑛!

𝑝! 𝑞! 𝑟!・・・
 

ただし、p + q + r・・・＝n 

重要例題 

２個のさいころを同時に投げるとき、目

の積が１２になる確率を求めよ。 



前期期末 
授業進度 

第８回  確率の基本性質 

      ・積事象と和事象 

      ・排反事象 

      ・確率の基本性質 

              重 要 語 句 ⇒ 積事象Ａ∩Ｂ、和事象Ａ∪Ｂ 

                                  排反、排反事象、確率の基本性質 

   

第９回  ・確率の加法定理 

      ・和事象の確率 

重 要 定 理 ⇒  確率の加法定理、和事象の確率 

 

  第１０回 ・余事象とその確率 

              重 要 語 句 ⇒ 余事象 

              重 要 定 理 ⇒ 余事象の確率 

 

第１１回 問題演習 

 

第１２回 第３節 いろいろな確率 

     独立な試行の確率 

      ・独立な試行の確率 
       重 要 語 句 ⇒ 独立 
       重 要 定 理 ⇒ 独立な試行の確率 
 
 第１３回 ・３つ以上の独立な試行の確率 
 
 第１４回 問題演習 
 
 第１５回 問題演習       
 

 第１６回 問題演習  

 

  前期期末試験 
 
             試験範囲：場合の数、確率とその基本演習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後期中間 
授業進度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 第１回  前期期末試験 解説 

 

第２回  反復試行の確率 

      ・反復試行の確率 

              重 要 定 理 ⇒  反復試行の確率 

  

第３回  ・反復試行による点の移動 

 

第４回  ・先にｎ勝する確率 

 

 

 第５回  条件付き確率 

     ・条件つき確率 

      重 要 定 理 ⇒  条件付き確率  

  

第６回  ・乗法定理 

重 要 定 理 ⇒  確率の乗法定理 

  

第７回  ・事後の確率 

 

 

和事象の確率 

)()()()( BAPBPAPBAP  −+=  

余事象の確率 

)(1)( APAP −=  

独立な試行の確率 

２つの試行 1T 、 2T が独立であると

き、 1T で事象Ａが起こり、 2T で事象

Ｂが起こる確率は 

)()( BPAP   

 

反復試行の確率 

事象Ａの確率を𝑝，その余事象を𝑞 =

1 − p，この試行を𝑛回繰り返す反復

試行において、事象Ａがちょうど𝑟回
起こる確率は、 

𝑛𝐶𝑟 𝑝𝑟𝑞𝑛−𝑟  

         (𝑟 = 0，1，2，…，𝑛) 

確率の乗法定理 

)()( APBAP = × )(BPA
 



 
 
 
 
 
 

後期中間 
授業進度 

 
 
 
 

 第８回  期待値 

第９回   期待値の応用 
 
第１０回  いろいろな確率 復習 

  
第１１回  問題演習 
 
第１２回  基礎力判定試験 復習 
 
第１３回  問題演習 
 

 第１４回  問題演習 

 

  後期中間試験 
試験範囲：いろいろな確率、確率とその基本演習 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後期期末 
授業進度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 第１回 後期中間試験 解説 
 
 ＜数学Ａ＞ 

第２回 【第３章 図形の性質】 

      第１節 三角形の性質 
      三角形と比 
      ・内分と外分 
       重 要 語 句 ⇒ 内分点、外分点 

 
第３回  ・三角形の内角と外角の二等分線 

       重 要 語 句 ⇒ 角の二等分線 
       重 要 定 理 ⇒ 内角の二等分線と比、外角の二等分線と比 

 

 第４回  三角形の重心・外心・垂心・内心 

      ・三角形の重心 

      ・三角形の外心 

       重 要 語 句 ⇒ 中線、外接円 

       重 要 定 理 ⇒ 重心、外心 
 
 
 

 第５回  ・三角形の垂心 
      ・三角形の内心 
       重 要 語 句 ⇒ 内接円 
       重 要 定 理 ⇒ 垂心、内心 
 
 
 第６回  三角形の比の定理 
      ・チェバの定理 
      ・メネラウスの定理 
       重 要 定 理 ⇒ チェバの定理 
       重 要 定 理 ⇒ メネラウスの定理 
 
第７回  第２節 円の性質 

      円周角の定理 

      ・円周角の定理 

       重 要 語 句 ⇒ 孤、弦、中心角、円周角 

       重 要 定 理 ⇒ 円周角の定理の逆、直径と円周角の定理の逆 

 

 

  第８回   円に内接する四角形 

      ・円に内接する四角形 

      ・四角形が円に内接する条件 

三角形の外心 

三角形の３辺の垂直二等分線は１

点で交わる。 

三角形の重心 

三角形の３本の中線は１点で交わ

る。 

重心は中線を２：１に内分する。 

三角形の垂心 

三角形の各頂点から対辺、または

その延長に下した３本の垂線は１

点で交わる。 

三角形の内心 

三角形の３つの内角の二等分線は

１点で交わる。 

円周角の定理 

１つの弧に対する円周角の大きさは一定

であり、その弧に対する中心角の半分で

ある。１つの円で、等しい円周角に対する

弧は等しい。また、逆も成り立つ。 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

後期期末 
授業進度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      ・円に内接する四角形に関する問題 

             重 要 定 理 ⇒ 円に内接する四角形 

           重 要 定 理 ⇒ 四角形が円に内接するための条件 

 

第９回  接線と弦のつくる角 

      ・円の接線 

      ・接線と弦のつくる角 

              重 要 定 理 ⇒ 接線の長さ 

              重 要 定 理 ⇒ 接線と弦のつくる角 

 

第１０回 方べきの定理 

      ・方べきの定理の証明 

      ・方べきの定理の逆 

              重 要 定 理 ⇒ 方べきの定理(1),(2) 

              重 要 定 理 ⇒ 方べきの定理の逆 

   

第１１回 ２つの円 

      ・外接する２つの円 

      ・内接する２つの円 

      ・共通接線、共通外接線、共通内接線 
 
 第１２回 問題演習 
 
 第１３回 第３節 空間図形 
      ・空間における２直線の位置関係となす角 
      ・平面の決定条件 
      ・２直線の位置関係 
      ・２平面のなす角 
 
 第１４回 ・直線と平面の位置関係 
      ・直線と平面の垂直 
      ・三垂線の定理 
 
 第１５回 正四面体 
      ・正四面体の辺のなす角 
      ・正四面体と立方体 
 
 第１６回 問題演習 
 
第１７回 問題演習 

 
第１８回 問題演習 

  後期期末試験 
 

試験範囲：図形の性質 

 

接線の長さ 

円の外部の１点からその円に引い

た２本の接線において、その点から

２つの接点までの距離は等しい。 


